
3階建に
対応も可能

Exp.J.

△：免震装置が多い
△：約42,500㎥
△：建築面積が大きく長工期
◎：庁舎全体が免震

２階建て案（基本計画）

建物断面
イメージ
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※基本計画記載の1階配置の
機能と面積

市民ゾーン：約2,500㎡
窓口部門：約2,500㎡
その他：約1,500㎡合計：約6,500㎡

３階建て案（基本計画） 今回計画

○：免震装置が多い
△：約32,500㎥
△：免震範囲が広く長工期
◎：庁舎全体が免震

◎：免震装置が少ない
○：約27,500㎥+2,000㎥
○：一部鉄骨造で工期短
○：防災機能免震＋Ⅰ類耐震

躯体コスト
掘削量
工期
耐震性能

カフェ・ホール

■建物ボリューム比較 市民ゾーンのうち窓口業務との連携に
必要な機能は免震範囲に配置を想定

市民公園の災害支援活動の状況確認市民公園の災害支援活動の状況確認
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執務室

(危機管理課)

防災会議室防災会議室 防災対策
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防災対策
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市民公園市民公園

緊急宿泊室緊急宿泊室
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市長関連諸室
（災害対策指揮）
市長関連諸室
（災害対策指揮）

災害対策連携軸災害対策連携軸
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連携連携連携連携
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スペース
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防災センター
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控室

（会議室）
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２階災害対策本部連携イメージ２階災害対策本部連携イメージ
WCWC
EVEV①エリア・人数による空調・照明制御①エリア・人数による空調・照明制御

電力電力 ①電力引込の2系統化 ②非常用発電機(7日分)  ③電源車受入①電力引込の2系統化 ②非常用発電機(7日分)  ③電源車受入
災害時バックアップ・対応災害時バックアップ・対応途絶インフラ途絶インフラ

①雑排水槽(7日分) ②給水車①雑排水槽(7日分) ②給水車
①緊急排水槽(7日分) ②マンホールトイレ ③簡易トイレ備蓄①緊急排水槽(7日分) ②マンホールトイレ ③簡易トイレ備蓄
①通信の二重化②衛星電話 ②防災無線 ③情報機器の防護①通信の二重化②衛星電話 ②防災無線 ③情報機器の防護
①太陽光発電によるコンセント利用①太陽光発電によるコンセント利用
①ろ過機による井水利用①ろ過機による井水利用
①災害公共無線LAN ②防災用Wi－Fi ③SNS等による災害状況発信①災害公共無線LAN ②防災用Wi－Fi ③SNS等による災害状況発信

雑用水雑用水
①受水槽(7日間) ②飲料水備蓄(7日間) ③給水車①受水槽(7日間) ②飲料水備蓄(7日間) ③給水車給水給水

②自然換気・採光②自然換気・採光空調・照明空調・照明
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コスト
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周辺建物と調和するボリューム周辺建物と調和するボリューム

那須連山と調和するスカイライン那須連山と調和するスカイライン
高効率外調機による温湿度の調整高効率外調機による温湿度の調整

那須伏流水を利用した空調那須伏流水を利用した空調

議場から市民公園
活動が見える
議場から市民公園
活動が見える

市民広場から
窓口を見渡す
市民広場から
窓口を見渡す

ガラス清掃・外壁防汚
のためのメンテ庇
ガラス清掃・外壁防汚
のためのメンテ庇

昼光センサー昼光センサー

地場木材の活用地場木材の活用
在室人数に応じた外気CO2制御在室人数に応じた外気CO2制御

雨水散水による屋根冷却雨水散水による屋根冷却

クールピットの地中熱を
利用した換気
クールピットの地中熱を
利用した換気

基礎躯体への
エココンクリートの採用
基礎躯体への
エココンクリートの採用

ロングスパンによる免震装置低減ロングスパンによる免震装置低減
DT床版によるロングスパン梁・天井・階高の縮減DT床版によるロングスパン梁・天井・階高の縮減

一部鉄骨平屋建てによる躯体縮減一部鉄骨平屋建てによる躯体縮減
カフェの木造の検討カフェの木造の検討

独立基礎による掘削量の縮減独立基礎による掘削量の縮減

将来更新のためのスペース将来更新のためのスペース

敷地内盛り土による搬出土の縮減敷地内盛り土による搬出土の縮減

：防災向上の提案：防災向上の提案 ：ＺＥＢ実現の提案：ＺＥＢ実現の提案 ：建設コスト縮減の提案：建設コスト縮減の提案 ：メンテナンスコスト縮減の提案：メンテナンスコスト縮減の提案 ：脱炭素に貢献する提案：脱炭素に貢献する提案

免震範囲の低減免震範囲の低減

水勾配程度でゆるやかに
道路とつなげる
水勾配程度でゆるやかに
道路とつなげる

那須扇状地の伏流水：年中15°程度の安定温度（夏は冷房に、冬は暖房に活用）那須扇状地の伏流水：年中15°程度の安定温度（夏は冷房に、冬は暖房に活用）

快適性の高い床輻射空調快適性の高い床輻射空調熱交換した井水や屋根の雨水を貯留し
トイレ洗浄水や散水に利用
熱交換した井水や屋根の雨水を貯留し
トイレ洗浄水や散水に利用

ゲリラ豪雨に備えた
大型側溝
ゲリラ豪雨に備えた
大型側溝

災害時に
ろ過機を使用し
飲料水にする。

災害時に
ろ過機を使用し
飲料水にする。

緊急排水槽（７日分）緊急排水槽（７日分）

ダクトレス空調ダクトレス空調

受水槽（７日間）受水槽（７日間）

井戸井戸

ハイサイドライトから
自然換気
ハイサイドライトから
自然換気

中間期自然通風中間期自然通風

免震構造
ＲＣ造
免震構造
ＲＣ造

耐震構造
鉄骨造
耐震構造
鉄骨造

那須おろしから
庁舎を守る樹木
那須おろしから
庁舎を守る樹木

▼既存地盤ライン▼既存地盤ライン

▼基礎地盤▼基礎地盤

非常用発電機(7日分)非常用発電機(7日分)

屋根のメンテナンス通路の確保屋根のメンテナンス通路の確保

開口率縮減による熱負荷低減
ガラス清掃縮減
開口率縮減による熱負荷低減
ガラス清掃縮減

基幹設備の集約化基幹設備の集約化

外壁の防汚塗装の採用外壁の防汚塗装の採用

△GL±０△GL±０

▽GL＋1.8ｍ▽GL＋1.8ｍ▽GL＋2.3ｍ▽GL＋2.3ｍ▽GL+2.8m▽GL+2.8m

避雷針避雷針

防災無線防災無線 議場内装の木質化議場内装の木質化
太陽光発電(640kＷ)
屋根への熱負荷軽減
太陽光発電(640kＷ)
屋根への熱負荷軽減

日射を遮蔽する軒の深い窓日射を遮蔽する軒の深い窓

ハイサイドライトによる採光ハイサイドライトによる採光

井水利用空調機井水利用空調機熱交換器熱交換器

市民広場市民広場
執務室（窓口）執務室（窓口） 待合待合

執務室（行政）執務室（行政）

執務室（行政）執務室（行政）

議場議場

みるひぃカフェみるひぃカフェ
市民ホール市民ホール

ロングスパンロングスパン

景色が広がり見渡しのいい執務室イメージ

【図1-1】 設備BCP計画

●市民公園と駐車場は、一体的な利用が可能な配置とし、外
部支援部隊の受入や市民一時避難場所として機能します。

●市民ゾーンは一次避難者支援機能に転換します。市民公園
と庇下でつながり、フェーズフリーに災害時に活用されます。

●多重バックアップによる災害後７日以上のBCP確立とともに、
自然エネルギーを利用した防災負荷の低減を図ります。

●市長関連諸室・防災対策諸室を２階に集約し、市民公園や
駅方向を見渡せる南側に配置します。「災害対策連携軸」に
より、各機能の連携を図り、災害対策本部機能を強化します。

●「窓口系執務室」「市民ゾーン」を１階に全て配置するとともに、各
機能の防災上の重要度により、合理的に免震範囲を縮減し、経済
的かつ災害対策拠点機能を高めた計画とします。

●関谷断層地震（短周期地震）・東日本大洋沖地震（長周期地
震）両方に対応可能な免震装置「球面滑り支承」を採用します。

●執務室中央部分を無柱とするとともに、DT床版によって、落下リス
トの天井の削減や、コスト高のロングスパンPC梁を削減します。

●冬の北西の強風「那須おろし」を防風林と庁舎
北側の開口を絞ることで防止します。夏・中間期
の南風を市民公園のグリーンインフラで冷やし、
庁舎南からゆるやかに風を通します。

●高原気候の特徴である夏場の昼夜間温度差を
活かし、夜間の外冷気を取り込み、RC造の躯体
を冷やし蓄熱することで、空調負荷を減らします。

●将来の温度上昇を考慮し、”人の温冷感”に寄り
添う「居住域空調」と「湿度管理」を行い、省エ
ネかつ快適性の高い環境をつくります。

● BEMSによる省エネ最適化や水素技術などの
次世代機器への更新を見据えた計画とします。

●最大3mの敷地高低差を活用し、敷地をゆるやかな
勾配に盛り土することで、建設排出土を縮減します。

●構造合理化や一部平屋鉄骨造の躯体軽量化により、
コストとともに建設時CO2排出量を抑制します。

●①外装保全、②設備点検、③将来更新、④運用支
援への対策を行い、メンテナンスコストを縮減します。

●那須の木材や地域資材の活用、カフェの木造化や
躯体の脱炭素素材の検討により、建設製造運搬で
のCO2排出量を減らし、脱炭素に貢献します。

●地域素材・エネルギーの地産地消や、建設から解体
にかけた３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）を目指
し、那須塩原地域資源循環共生圏に貢献します。

免震
ＲＣ造
防災重要
機能集約

市民活動
機能集約

EXP.J

地震力から解放した軽快な庇フレーム地震力から解放した軽快な庇フレーム
地震力を負担する鉄骨フレーム地震力を負担する鉄骨フレーム

EXP.Jが最小となる計画EXP.Jが最小となる計画

ロの字構造により地震力を負担ロの字構造により地震力を負担

耐震
鉄骨造

DT床版ロングスパン
による梁の削減
DT床版ロングスパン
による梁の削減

短長周期地震に対応した
「球面滑り支承」の採用
短長周期地震に対応した
「球面滑り支承」の採用
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屋根：高性能断熱材
　壁：高性能断熱材
断熱アルミサッシ
LowE複層ガラス
井水熱利用

床輻射空調・湿度管理
自然通風・ナイトパージ
グリーンインフラによる

敷地冷却
自然採光
昼光センサー
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建設費削減のための導入項目 メンテナンスコスト削減のための導入項目
A
B
C
D
E
F
G
H

1
2
3
4
5
6
7
8

一部鉄骨平屋建てによる躯体縮減
免震範囲の低減
敷地内盛り土による搬出土の縮減
ロングスパンによる免震装置低減
DT床版によるロングスパン梁の削減
DT床版による天井の削減
天井レスによる階高の縮減
ダクトレス空調

ガラス清掃・外壁防汚のためのバルコニー
設備配管スペースの集約化
基幹設備の集約化
外壁の防汚塗装の採用
屋根のメンテナンス通路の確保
開口率縮減によるガラス清掃縮減
DXを利用した修繕履歴データベース
将来更新のためのEV選定＋更新スペース

災害時庁舎機能継続
（災害対策本部機能）

災害時
被災支援活動

炊き出し拠点
庇下での災害対応

災害時トイレ

帰宅困難者
一次受け入れ

外部支援
車両駐車
スペーステント

主
要
道
路

(

県
道53

号
線)

緊急車両動線 (3・3・6弥六通り)

一体
利用

災害情報発信

公用車
動線

公用車駐車場継続利用
災害時機能転換災害時機能転換

0% 100%
凡例

LCCの縮減と脱炭素化の実現について

建設 修繕光熱水 設備管理

①建設の脱炭素化②NearlyZEB③運用更新の最適化
④素材・エネルギーの地産地消⑤３Ｒの実現

廃棄使用

27％削減
LCC
(100年)
LCC
(100年)

那須塩原地域
循環共生圏への貢献
那須塩原地域
循環共生圏への貢献
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準
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回
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準
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1919

1414

1111

55

4444

4040
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1111

33

33

市民窓口/市民ゾーン/ひろば市民窓口/市民ゾーン/ひろば1階1階

市民窓口/事業者窓口/市長エリア/防災エリア市民窓口/事業者窓口/市長エリア/防災エリア2階2階

市民窓口/事業者窓口市民窓口/事業者窓口3階3階

議会エリア議会エリア4階4階

吹き抜けに面した休憩ラウンジ

メンテナンス庇

那須連山への眺望那須連山への眺望

那須連山への
眺望

那須連山への
眺望

各階配置の会議室
階ごとに分散して配置することで
職員の利用しやすい会議室
階ごとに分散して配置することで
職員の利用しやすい会議室

日射制御やガラス清掃に有効な庇日射制御やガラス清掃に有効な庇

職員のための休憩室や仮眠室として活用職員のための休憩室や仮眠室として活用

採光のとれた執務室

防災時市民公園を見やすい

まちを見渡す

那須連山の見える展望ホール集約化された議会機能
一階から続く階段を上った先にある
那須連山を望むことが出来る展望ホール
一階から続く階段を上った先にある
那須連山を望むことが出来る展望ホール

４階に議会機能を単独配置し、
議会の独立性を高める
４階に議会機能を単独配置し、
議会の独立性を高める

見通しの効く執務室
見通しが良く利用者が
迷わず使いやすい執務室
見通しが良く利用者が
迷わず使いやすい執務室

市長室

将来変更可能な執務室
将来課の変更に応じて
市民スペースにも変更可能
将来課の変更に応じて
市民スペースにも変更可能

日当たりのいい南側に集約配置
イベント時は市民公園と一体利
用も可能

日当たりのいい南側に集約配置
イベント時は市民公園と一体利
用も可能
外部支援車両の受け入れや
周辺住民の一時避難にも活用
市民広場との一体的な防災ひろ
ばとしても活用

外部支援車両の受け入れや
周辺住民の一時避難にも活用
市民広場との一体的な防災ひろ
ばとしても活用

まとまりのある１階窓口
市民利用の多い窓口を１階に集約し
市民も職員も使いやすい執務室
市民利用の多い窓口を１階に集約し
市民も職員も使いやすい執務室

ひとつながりのデッキ
建物を取り囲むデッキは市民スペースと市民公園をつなぐ建物を取り囲むデッキは市民スペースと市民公園をつなぐ
庇下空間にて市民相互の災害活動を円滑化庇下空間にて市民相互の災害活動を円滑化

全庁会議エリア
職員も市民も利用しやすい配置
休日は市民開放も検討
職員も市民も利用しやすい配置
休日は市民開放も検討

市長関連諸室や
防災関係執務室
防災関係諸室を
集約配置し、
相互に連携

市長関連諸室や
防災関係執務室
防災関係諸室を
集約配置し、
相互に連携

庁舎の中心となる市民広場
市民公園や市民窓口、上層階をつなぎ、
市民の利便性を高める中心となる市民広場
市民公園や市民窓口、上層階をつなぎ、
市民の利便性を高める中心となる市民広場

大きな吹き抜け
大きな吹き抜けを通して
市民の活動や賑わいが上層部へ伝わる
大きな吹き抜けを通して
市民の活動や賑わいが上層部へ伝わる

窓側に面すことで那須塩原の
環境や景色を取り込む執務室
窓側に面すことで那須塩原の
環境や景色を取り込む執務室

ちょっとした職員会議や市民の学習など
職員や市民の多様な活動が溢れる
ちょっとした職員会議や市民の学習など
職員や市民の多様な活動が溢れる

防災対策本部

開かれた議場
市民公園に面した開かれた明るい議場
休日時市民利用も検討
市民公園に面した開かれた明るい議場
休日時市民利用も検討

免震構造免震構造

来庁者
メイン
来庁者
メイン

来庁者
サブ
来庁者
サブ

公用車
サブ
公用車
サブ

公用車
メイン
公用車
メイン

耐震構造耐震構造

休日開放時セキュリティライン休日開放時セキュリティライン

車両セキュリティ車両セキュリティ

休日解放時
セキュリティライン
休日解放時

セキュリティライン

議会・休日解放時
セキュリティライン
議会・休日解放時
セキュリティライン

平常時

平常時

店舗の並ぶカフェ
地元住民や移住者が小売店を出すことで
那須塩原市ならではの賑わいを創出
地元住民や移住者が小売店を出すことで
那須塩原市ならではの賑わいを創出
炊き出し拠点として市民を支援する炊き出し拠点として市民を支援する

平常時

災害時

平常時
市民トイレ

平常時も災害時も
内外からも利用可能なトイレ
平常時も災害時も
内外からも利用可能なトイレ

災害時

市民公園とつながる市民ゾーン
市民公園と一体にイベントを行う市民公園と一体にイベントを行う

災害時の被災情報や安否情報を発信災害時の被災情報や安否情報を発信

帰宅困難者を一時的に受け入れる
携帯充電可能な非常用コンセントを完備
帰宅困難者を一時的に受け入れる
携帯充電可能な非常用コンセントを完備

災害時

災害時

平常時

平常時

平常時

平常時

ひろばに面し来訪者を迎え入れやすい配置ひろばに面し来訪者を迎え入れやすい配置
防災本部と連携を取りやすい配置防災本部と連携を取りやすい配置

防災センターの設立や外部支援組織の受入れ防災センターの設立や外部支援組織の受入れ

羅災証明の発行や被災相談の対応羅災証明の発行や被災相談の対応

災害時

災害時

災害時

災害時

平常時

平常時

災害時

災害時

各階配置の厚生スペース
各階に分散された厚生スペースにより
職員の使いやすい構成
各階に分散された厚生スペースにより
職員の使いやすい構成

明るい会議室
日当たりと景色の良い
明るい会議室
日当たりと景色の良い
明るい会議室

見渡しの良い総合案内
１階から３階まで吹き抜けでつながり見渡しが良い１階から３階まで吹き抜けでつながり見渡しが良いEXP.J

休日解放時
セキュリティ
ライン

休日解放時
セキュリティ
ライン

執務室（窓口）執務室（窓口）

執務室（行政）執務室（行政）

執務室（行政）執務室（行政）

執務室（行政）執務室（行政） 執務室（行政）執務室（行政）

銀行銀行
執務室
（会計）
執務室
（会計）

待合スペース待合スペース

休憩ラウンジ休憩ラウンジ 市長待合市長待合

市民広場市民広場

情報
発信
情報
発信

国際交流国際交流

市民公園市民公園

大会議室大会議室

中会議室中会議室

中会議室中会議室

中会
議室
中会
議室

中会
議室
中会
議室

小会議室小会議室

小会議室小会議室

小会議室小会議室

売店売店

市民相談室市民相談室発達支援室発達支援室
子育てサロン子育てサロン

託児所託児所

市民
ホール
市民
ホール

市民協働
スペース
市民協働
スペース

来庁者動線
庁舎出入口 車両出入口

セキュリティライン

みるひぃ
カフェ
みるひぃ
カフェ

倉庫倉庫
厨房厨房
厨房厨房
厨房厨房

ロッカーロッカー

金庫金庫

協議室協議室

協議室協議室

議場議場
議員控室議員控室

レセプション
ルーム

レセプション
ルーム

委員
会室
委員
会室

協議
会室
協議
会室WCWC

WCWC
WCWC

WCWC

WCWC
EVEV

EVEV

EVEV

EVEV

EVEV

EVEV

EVEV

EVEV

EVEV

EVEV

人荷用EV人荷用EV

WCWC

受水槽受水槽

来庁者出入口
（夜間対応）

職員用出入口

職員・公用車・議員駐車場職員・公用車・議員駐車場

駐
輪
場

駐
輪
場

車庫車庫
防災資材倉庫・詰所防災資材倉庫・詰所

連絡庇連絡庇

来庁者用駐車場来庁者用駐車場

議員・職員用出入口

WCWC
相談室相談室

WCWC

WCWC

展望
ホール
展望
ホール

展望
テラス
展望
テラス

議会
ロビー
議会
ロビー

議会
事務局
議会
事務局

正副
議長室
正副
議長室

書庫書庫

休憩室休憩室

守衛室守衛室

書庫書庫

書庫書庫

書庫書庫

書庫書庫
ロッカーロッカーロッカーロッカー

ロッカーロッカー サーバー室サーバー室

防災
会議室
防災
会議室

防災対策
本部運営室
防災対策
本部運営室

防災
関連諸室
防災
関連諸室

市長
関連諸室
市長

関連諸室秘書室秘書室

夏場は昼夜間温度差を利用し
外部冷気を取り込み、室内を冷却
夏場は昼夜間温度差を利用し
外部冷気を取り込み、室内を冷却

夏季・中間期は
自然通風を促進
夏季・中間期は
自然通風を促進

井水熱を利用した床輻射空調（居住域空調＋ドラフト感防止）井水熱を利用した床輻射空調（居住域空調＋ドラフト感防止）

適切な湿度管理で
快適な執務環境
適切な湿度管理で
快適な執務環境

北側開口小北側開口小
南側開口大南側開口大

冬季は窓を閉め
外気を遮断
冬季は窓を閉め
外気を遮断

冬季冬季

夏季（夜）夏季（夜）
中間期中間期

庇による
日射抑制
庇による
日射抑制

冬冬

夏夏

（冷風：20°程度）（冷風：20°程度）

グリーンインフラにより
冷却された夏の夜風
グリーンインフラにより
冷却された夏の夜風

中間期（昼間）の風向シミュレーション中間期（昼間）の風向シミュレーション

冬季は防風林・庁舎が風を遮り、
夏季・中間期はグリーンインフラにより
冷却された市民公園からの
南風を取り入れる

冬季は防風林・庁舎が風を遮り、
夏季・中間期はグリーンインフラにより
冷却された市民公園からの
南風を取り入れる

夜間の冷気を建物内に取り込み
ＲＣ構造体を冷却→空調負荷低減
夜間の冷気を建物内に取り込み
ＲＣ構造体を冷却→空調負荷低減

一階市民広場から風を取り込み、
吹抜けを通って各階の執務室を換気
一階市民広場から風を取り込み、
吹抜けを通って各階の執務室を換気

クールピットクールピット

0.2m/sの
微風を生む
0.2m/sの
微風を生む

ＲＣによる躯体蓄熱ＲＣによる躯体蓄熱
室内30°→26°室内30°→26°

庁舎庁舎

市民公園市民公園
グリーンインフラにより冷却された

おだやかな風環境
グリーンインフラにより冷却された

おだやかな風環境

市民広場市民広場

冬季
(那須おろし)
冬季

(那須おろし)夏季・中間期夏季・中間期

市民広場市民広場

0
10
20
30
気温/℃気温/℃

2030 2050 2070 2100

0.6

0.4

0.2

2.5倍2.5倍+4.4℃+4.4℃ 10℃10℃
冬季：北西方向（那須おろし）
夏季・中間期：南方向
冬季：北西方向（那須おろし）
夏季・中間期：南方向 全国一位全国一位

年/回

12
2030 2050 2070 2100

14

16
18

那須塩原の特性那須塩原の特性 那須塩原の災害那須塩原の災害那須塩原の気候変動那須塩原の気候変動

2月 4月 6月 8月 10月12月

居住域空調
湿度管理
居住域空調
湿度管理

那須塩原の気候変動や災害に対応するとともに、那須塩原の環境を活かした
”市民”と”自然”と”地域”と共に生きる那須塩原の市役所をつくります。

止水対策
雨水貯留
止水対策
雨水貯留

ナイトパージ
クールピット
ナイトパージ
クールピット

冬季：北側防風林
夏季・中間期：自然通風
冬季：北側防風林

夏季・中間期：自然通風
短長周期地震の
免震構造

短長周期地震の
免震構造

避雷針・停電対策
通信回路の防護
避雷針・停電対策
通信回路の防護

年間平均気温年間平均気温 豪雨発生回数豪雨発生回数 関谷断層地震関谷断層地震
東日本大洋沖地震東日本大洋沖地震

単位面積当たりの落雷数単位面積当たりの落雷数

栃木県栃木県

那須塩原市那須塩原市

北北

南南

東東

7月7月
5月5月

１月１月

西西

昼夜気温差昼夜気温差

1『市民公園』の活動がつなぐ"市民と共に生きる"防災庁舎

2 防災重要機能と市民機能を使い分けた経済的な構造計画

3 高原気候の風・光・緑を活かす"自然と共に生きる"環境庁舎

4 未来の経済・脱炭素につなぐ"地域と共に生きる"循環庁舎

まちと共に生きる『みどり』の市役所

災害対策本部機能の強化、災害時における拠点機能の充実 自然エネルギー・資源の有効活用、省エネルギー推進、ライフサイクルコストの縮減（ランニングコストの縮減）

ライフサイクルコストの削減（イニシャルコスト・メンテナンスコストの縮減）

災害時における拠点機能の充実、ライフサイクルコストの縮減（イニシャルコストの縮減）




